
H25年度長期優良住宅化リフォーム推進事業性能基準年度長期優良住宅化リフォーム推進事業性能基準年度長期優良住宅化リフォーム推進事業性能基準年度長期優良住宅化リフォーム推進事業性能基準 概要概要概要概要

インスペクションを実施するインスペクションを実施するインスペクションを実施するインスペクションを実施する

→リフォーム前の住宅の劣化状況を

規程の「現況検査チェックシート」により調査。

長期優良化リフォーム工事をする長期優良化リフォーム工事をする長期優良化リフォーム工事をする長期優良化リフォーム工事をする

リフォームリフォームリフォームリフォーム

履歴の作成履歴の作成履歴の作成履歴の作成

維持保全計画維持保全計画維持保全計画維持保全計画

の作成の作成の作成の作成

■ 補助の要件

①基礎、②外壁・軒裏（構造・雨水）

③屋根（雨水）、

④バルコニー（構造・雨水）

⑤天井・小屋組・梁（構造・雨水）

⑥内壁・柱（構造・雨水）、⑦床（構造）

⑧土台・床組、⑨基礎・内部（構造）

⑩設備配管

①特定性能向上工事

a.劣化対策（必須）劣化対策（必須）劣化対策（必須）劣化対策（必須）

b.耐震性耐震性耐震性耐震性(必須）必須）必須）必須）

ｃｃｃｃ. 維持管理・更新の容易性維持管理・更新の容易性維持管理・更新の容易性維持管理・更新の容易性

d.省エネルギー対策省エネルギー対策省エネルギー対策省エネルギー対策

e.可変性可変性可変性可変性 f.バリアフリー性バリアフリー性バリアフリー性バリアフリー性

（（（（e,fは共同住宅のみ）は共同住宅のみ）は共同住宅のみ）は共同住宅のみ）

②その他性能向上工事

・(ロ）基準に満たない性能向上工事

・インスペクションで指摘箇所の改修工事

・バリアフリー工事、など

■ 補助の考え方と、長期優良化リフォーム基準

（イ）基準（イ）基準（イ）基準（イ）基準

【【【【クラスクラスクラスクラスSSSS】】】】

新築長期優良住宅と

概ね同程度の水準

（ロ）基準（ロ）基準（ロ）基準（ロ）基準

【【【【クラスクラスクラスクラスAAAA】】】】

一定の性能向上

が見込まれる水準

劣化対策
耐震性

省エネ対策 維持管理
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必須項目 選択項目

・劣化対策、耐震性は、リフォーム工事後に必ず（ロ）基準に達していること。

・リフォーム前に既に基準に適合している場合は工事有無は問われない。

※ 各基準詳細は、応募要領をご参照ください。

■ 長期優良化リフォーム［省エネ対策］基準 概要とアクリアプラン例

木造戸建
SSSS基準基準基準基準 AAAA基準基準基準基準

省エネ

対策

①または②に適合したうえで③に適合すること①または②に適合したうえで③に適合すること①または②に適合したうえで③に適合すること①または②に適合したうえで③に適合すること

①①①① 断熱性能で評価する場合断熱性能で評価する場合断熱性能で評価する場合断熱性能で評価する場合

・現行または改正予定の住宅性能表示基準

②②②② 一次エネルギー消費量等級４で評価する場合一次エネルギー消費量等級４で評価する場合一次エネルギー消費量等級４で評価する場合一次エネルギー消費量等級４で評価する場合

＊開口部：省エネ基準開口部性能（ろ）適合

⇒H11年省エネ基準開口部仕様基準同等

③③③③ 気密性の確保気密性の確保気密性の確保気密性の確保 : aaaaまたはまたはまたはまたはbbbb

a.次のⅰ～ⅳの措置をする（在来木造、在来鉄骨以外はⅲ、ⅳの措置）。

b.気密測定を行いC値≦5ｃ㎡/㎡以下

①、②、③いずれかに適合すること①、②、③いずれかに適合すること①、②、③いずれかに適合すること①、②、③いずれかに適合すること

①①①① 断熱性能で評価する場合断熱性能で評価する場合断熱性能で評価する場合断熱性能で評価する場合 （”リビング＋台所＋トイレ＋浴室のみ”等の部分改修も可部分改修も可部分改修も可部分改修も可：25㎡以上）

・現行または改正予定の住宅性能表示基準

②②②② 一次エネルギー消費量で評価する場合一次エネルギー消費量で評価する場合一次エネルギー消費量で評価する場合一次エネルギー消費量で評価する場合

③③③③ 表表表表 A～～～～Cのいずれかのいずれかのいずれかのいずれか

断熱性能等級３に適合

一次エネ消費量等級４に適合

一定の断熱措置

断熱性能等級２の壁・床＋断熱性能等級３の天井

+複層硝子等

・戸建住宅：55㎡/戸以上、共同住宅：40㎡/戸以上

（戸建共同とも１階の面積40㎡以上）

・H26年9月末までに工事着手、H27年末までに工事完了と実施報告書提出

その他要件その他要件その他要件その他要件

断熱性能等級４に適合断熱性能等級４に適合断熱性能等級４に適合断熱性能等級４に適合

一次エネ消費量等級４に適合 一定の断熱措置

断熱性能等級３＋複層ガラス等

i. 外壁、床、天井屋根の下地に合板、石膏ボード、構造用パネル等と同等以上の

気密性をもつものが施工されている。

ii. 外壁。間仕切壁の上下いずれかに気流止め施工

iii. 開口部建具の気密性能等級「A-3」同等以上

iv. 1～3地域は外壁を貫通する設備配管にシーリング等で気密措置
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断熱仕様断熱仕様断熱仕様断熱仕様 高効率化設備高効率化設備高効率化設備高効率化設備

開口部 床 外壁 屋根・天井 暖房 給湯 換気 その他

A
居室全窓

住宅全体（いずれか１種類）

※部位は省エネ基準相当の断熱性能

- - - -

B 主たる居室

（全窓）

- - -

いずれか１種類以上

C その他居室

（一室全窓以上）

- - -

いずれか2種類以上

【【【【アクリア全体改修リフォームアクリア全体改修リフォームアクリア全体改修リフォームアクリア全体改修リフォーム】】】】

天井 アクリアマット14K155mm

壁 アクリアネクスト14K85mm

床 アクリアUB24K80mm

開口部 ペアガラス

劣化対策等級３

＋α：床下点検

口設置等

劣化対策等級２

＋α

新築長期優良住

宅同等、または①

②いずれか

①現行耐震基準

②耐震診断

Iw≧1.0

上記①また

は②

維持管理対策等級

３相当

（一部維持管理計

画に定めることで

可）

維持管理

対策等級

２相当

下記表

【【【【アクリア耐震アクリア耐震アクリア耐震アクリア耐震改修不要など内装改修不要など内装改修不要など内装改修不要など内装撤去なしのリフォーム撤去なしのリフォーム撤去なしのリフォーム撤去なしのリフォーム】】】】

天井 アクリアブロー210mm(天井裏から施工）

壁 現状のまま（断熱材ｸﾞﾗｽウール50mm程度有のとき）

床 アクリアUB24K80mm（床下から施工）

開口部 内窓：LOW-Eペアタイプを居室に設置

【アクリア生活ゾーン改修リフォーム】

天井 アクリアマット14K155mm

壁 アクリアネクスト14K85mm

床 アクリアUB24K80mm

開口部 ペアガラス交換または内窓

居室開口部を

複層ガラス等へ

AAAAタイプタイプタイプタイプ （（（（ⅣⅣⅣⅣ地域以南の例）地域以南の例）地域以南の例）地域以南の例）

必須：居室全窓を、省エネ基準相当の断熱性能： 複層硝子へ

天井 アクリアブロー210mm

壁 アクリアネクスト14k85mm

床 アクリアUボード24K80mm

応募期間：応募期間：応募期間：応募期間：H26H26H26H26年年年年2222月月月月7777日（金）～日（金）～日（金）～日（金）～2222月月月月28282828日（金）日（金）日（金）日（金）
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応募方法、基準の詳細は「長期優良化住宅リフォーム推進事業事務局」」サイト

をご参照ください。http://www.kenken.go.jp/chouki_r/

いずれか一部位

2014.2.7作成版 （今後の記載内容の更新をします）


